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マーティンの 

お気
き

に入
い

りの 
おもちゃ

「いつもあげなさいよ　エスさまのため　できることはだれ
にもしてあげなさい」（『子

こ

供
ども

の歌
か

集
しゅう

』116）

マーティンは，家
か

族
ぞく

でコロンビアの別
べつ

の町
まち

に引
ひ

っ越
こ

すと
両
りょう

親
しん

に聞
き

かされて，悲
かな

しくなりました。友
とも

達
だち

や家
いえ

や自
じ

分
ぶん

が育
そだ

った場
ば

所
しょ

をはなれたくありませんでした。山
やま

のすずし
い空

くう

気
き

ではなく，これからは一
いち

年
ねん

中
じゅう

暑
あつ

くてじめじめした空
くう

気
き

の海
うみ

辺
べ

に住
す

むのです。スープの代
か

わりに冷
つめ

たい飲
の

み物
もの

を飲
の

み，コートの代
か

わりに短
たん

パンをはくようになるでしょう。それ
に，学

がっ

校
こう

もワードも初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のクラスも，すべて新
あたら

しくなりま
す。それらすべてが，かなりこわいことのように思

おも

えました。
ある日

ひ

，お母
かあ

さんとお父
とう

さんは，引
ひ

っ越
こ

しについてどう
感
かん

じているかとマーティンにたずねました。
「いやだよ」とマーティンは言

い

いました。「何
なに

もかも変
か

わっ
てしまうなんて，いやだよ。」

「引
ひ

っ越
こ

しはつらいよな」とお父
とう

さんは言
い

いました。「い
ろんなことが変

か

わる。でも，全
ぜん

部
ぶ

変
か

わるわけではないんだ
よ。家

か

族
ぞく

がいるじゃないか！」
「そうだね」とマーティンは言

い

いました。
「それに，あなたの物

もの

も一
いっ

緒
しょ

よ」とお母
かあ

さんが言
い

いました。
マーティンはそのことについて少

すこ

し考
かんが

えました。これから
も自

じ

分
ぶん

の服
ふく

やくつや，古
ふる

い家
いえ

で使
つか

いなれている物
もの

，特
とく

にお
もちゃと一

いっ

緒
しょ

です。マーティンは，お気
き

に入
い

りのおもちゃを
持
も

って行
い

けるのでうれしくなりました。引
ひ

っ越
こ

すとき，おも
ちゃをとても慎

しん

重
ちょう

に荷
に

物
もつ

につめました。
しばらくすると，マーティンは新

あたら

しい家
いえ

と町
まち

にだんだんと
なれていきました。引

ひ

っ越
こ

しは思
おも

ったほど大
たい

変
へん

でこわいこと
ではなかったことに，マーティンは喜

よろこ

びました。
ある日

にち

曜
よう

日
び

，家
か

族
ぞく

で教
きょう

会
かい

に行
い

くと，マーティンは会
あ

ったこ
とのない人

ひと

が大
おお

勢
ぜい

いるのに気
き

づきました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

にも新
あたら

しい子
こ

供
ども

がたくさんいました。どこ
から来

き

た子
こ

供
ども

たちだろうと思
おも

いました。知
し

っ
ている人

ひと

たちが，食
た

べ物
もの

や服
ふく

やくつを寄
き

付
ふ

す
ることについて話

はな

していました。教
きょう

会
かい

が終
お

わ
ると，マーティンはお母

かあ

さんに，新
あたら

しい人
ひと

た
ちについてたずねました。
「彼

かれ

らは母
ぼ

国
こく

をはなれなければいけな
かったのよ」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
「多

おお

くの人
ひと

はすべてを置
お

いてきて，
今
いま

は何
なに

も持
も

っていないの。」
「だからみんな助

たす

けたいと思
おも

っ

教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

J・ライアン・ジェンセン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました）
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ているの？」マーティンはたずねま
した。
「そのとおりよ。イエス様

さま

は，こ
まっている人

ひと

を助
たす

けるべきだと
教
おし

えられたわ。わたしたちは主
しゅ

の
もはんにしたがって，自

じ

分
ぶん

の持
も

ち
物
もの

を分
わ

かち合
あ

うことができるのよ。」
マーティンは，すてきなことだと思

おも

いました。
するとお母

かあ

さんは，「初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
子
こ

供
ども

たちの多
おお

くは，リュックにつめ
られるだけしか物

もの

を持
も

っていない
のよ。おもちゃを置

お

いてこないとい
けなかったの。あなたがあげられるお

もちゃはあるかしら？」
「ないよ！ ぼくのおもちゃだもん！」マーティ

ンは言
い

いました。マーティンは身
み

をひるがえし
て，部

へ

屋
や

に走
はし

って行
い

ってしまいました。
マーティンは目

め

になみだをうかべて，自
じ

分
ぶん

の部
へ

屋
や

を見
み

回
まわ

しました。自
じ

分
ぶん

のおもちゃを
手
て

放
ばな

したくはありません。前
まえ

の家
いえ

から
はるばる持

も

って来
き

たのです！
マーティンはおもちゃの箱

はこ

の
ところに行

い

って，中
なか

を見
み

ました。
おもちゃのトラックやヨーヨー，
trompo（コマ），ビー玉

だま

が
入
はい

っているいちばん好
す

きなふ
くろ，ほかにもお気

き

に入
い

りのお
もちゃがたくさんありました。好

す

き
なおもちゃばかりです。どれもあげら
れません！
それからマーティンはこう思

おも

いまし
た。「もしぼくが家

いえ

もお気
き

に入
い

りのおも
ちゃも残

のこ

して行
い

かなければいけないとし
たら，どんな気

き

持
も

ちだろう。」
数
すう

分
ふん

後
ご

，マーティンはうでにおもちゃをいっぱ

「家
か

庭
てい

や教
きょう

会
かい

，地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

において兄
きょう

弟
だい

姉
し

妹
まい

に
簡
かん

単
たん

な思
おも

いやりのある奉
ほう

仕
し

の行
おこな

いをするこ
とによって，救

すく

い主
ぬし

……に対
たい

する愛
あい

と感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちをわたしたちがしめせますよう
に。」

十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

会
かい

長
ちょう

代
だい

理
り

　 
M・ラッセル・バラード会

かい

長
ちょう

 
「愛

あい

ある奉
ほう

仕
し

を通
つう

じて喜
よろこ

びを見
み

いだす」 
『リアホナ』2011 年

ねん

5 月
がつ

号
ごう

，49

いかかえてお母
かあ

さんのもとにやって来
き

ました。
古
ふる

いおもちゃだけでなく，いつも遊
あそ

んでいる
おもちゃもありました。
お母

かあ

さんはおどろいた様
よう

子
す

でした。「お気
き

に入
い

りのおもちゃまであげなくてもいいのよ。」
マーティンはおもちゃをゆかに置

お

きました。
「その子

こ

たちにもお気
き

に入
い

りのおもちゃが
あったはずだよ」と言

い

いました。「みんなが
少
すこ

しでも元
げん

気
き

になれるよう，ぼくのおもちゃを
あげたいんだ。」
ママはマーティンをぎゅっとだきしめまし
た。「あなたをほこりに思

おも

うわ。」
マーティンの心

こころ

が温
あたた

かくなりました。人
ひと

に
あたえることは，イエスが行

おこな

われることだと
知
し

っていたので，うれしくなったのです。●


